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英語英文学科 翻訳・通訳プログラム主催　公開講演会 

Dept. of East Asian Languages and Cultures,  
Wellesley College  

Prof. Eve Zimmerman

日本文学の翻訳から見えてきた今日的課題

略歴： 
戦後日本文学の研究者・翻訳家。 
著書に“Out of the Al leyway: 
Nakagami Kenji and the Poetics  
Of.Outcaste Fiction“（『中上健次と
部落小説の詩学』）。訳書に中上健
次 ”The Cape and Other Stories 
from the Japanese Ghetto” (『岬』)
など。戦後日本の女性作家や漫画家
たちがジェンダー、セクシュアリ
ティ、歴史についての見解を表現す
るために「少女時代」という流動的
なカテゴリーをどのように使ってき
たかについて執筆中。 

講演概要： 
文学翻訳の歴史は、翻訳者の創造的
な手法の例に満ちている。漢詩に取
り組んだエズラ・パウンドにせよ、
『嵐が丘』に取り組んだ三宅幾三郎
にせよ、能動的な翻訳者は、「逆向
きの影響力」によって、原典 をより
創造的なものに変容させる。筆者の
研究に即して言うならば、戦後日本
の女性作家がどのように翻訳テキス
トを利用して新しいジェンダー詩学
を創造したのか、という例が挙げら
れる。また、翻訳の実践と詩学を通
して、自分自身の日本文学の読み方 

がどのように形成されてきたかを探
求することも、筆者の関心事項であ
る。 
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